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土 リオ ットの詩が,古 今東西の文学的 ,哲 学 的,宗 教的文献 に負 うところが大 きい ことはよ

く知 られて いる。東洋の仏典 に関 しては,彼 が仏陀の 「火 の説教」 の重要性 をキ リス トの 「山

上の垂訓」 に比すべ きもの と し1),ヒ ンズー教 の聖典 『バ ガヴ ァ ド・ギータ』 をダ ンテの 『神

曲』 に次 ぐ偉大 な哲 学的 な詩 と呼んで いることで2),そ の傾倒ぶ りが うかが える。 しか もエ リ

オ ットの重要 な詩の重要 な個所 に・明白な言及 あるいは引用 が現 われる とあ っで は・無 関心 の

ままにとどまっては おれな いわ けだ。『荒廃地』(1922)の 第 三章 「火 の説教」 の結 び に 仏 陀

の言葉 の英訳の引用 が あり,第 五章 「雷が言 った こと」 には ウパ ニシ ャッドのサ ンスク リッ ト

の語が飛 び出る し・ もう一 つの主要作品 『四つの四重奏』 の中の 『ザ ・ドゥラィ ・サ ルヴ ェイ

ジズ』(1941)第 三 部は,英 訳の引用 部だけではな く全体 が 『バ ガヴ ァ ド・ギ ータ』 のク リシ

ュナの訓 えに関係 して いる。r荒 廃地』の 自註 には出典や説明が記 して あるが,F.0.Matthie-

ssenは この詩 を理解ヰ るρに,仏 陀や聖ア ウグ3チ ヌスの著述 を読 む必要 はない し,ま た ウ

パ 三 シャ ッドを読ん で いな くて も,エ リオッ トが この古伝 にす ぐれた 「客観的相関物」 を見 出

した ことが,詩 行か らじか に知れ るという意見 を述 べてい る3>。HelenGardnerは 『四つ のヂ

四重奏』 の 『バ ガヴァ ド ・ギー タ』の導入 に反対 の気持 を表 明 している一 「ここで ク リシ ュナ

をもち出すのはまちがいであり・こ9卸 想像力にもとつく調和を損なうとの反畑 ミ鵬 う

し,私 自身強 い反対 の念 を お昼え る・現世 に望 みを失 ってい る宗教 と・現世を断罪せず に救済

した出来事への信仰の上 に立 って いる宗教 との間には,ど うに もな らない隔 た りが ある。 キ リ

ス ト教 ととンズー教 とが相容れ ない最大 の対立点 は,歴 史 お よび時 の経過 に対す る 見 方 で あ

る。 キ リス ト教の独特の受 肉(lncarnation)は 歴 史 に意味 を付与す るもの だが,崖ヴ 孑シ ュ女神

の受 肉(incarnations)は そ うは しない」 と4)。 筆者 の見 ると ころで は,エ リオ ットがrバ ガ

ヴ ァド ・ギー タ』 に最 も負 うて いるのは時 間の捉 え方 において であ り,彼 の詩 における`lncar-

n・ti・ゴ は一醐 ・キリス 暾 的ではない懈 マるのだか ら・
、なかな鰺 易崎 しで腕 さそ

うで ある。ただエ リオッ トの場合,詩 と哲学 だけでな ぐ,哲 学 と宗教 も区別 しなけれ ばな らな

い面 のあることを一言 して おきたい。

HaroldE・McCarthyのrTS・ エ リオ ットと仏教』5)は,エ リオ ットの作品に イ ン ドの哲

学 と仏教 の観点か らアプロー チ した点 では,画 期 的な論文 と言 えるであろ う。彼 の方法 は主要
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直覚知(keyintuition)1ど 焦 点 を合わ篭 る方法であ る。彼 の論ず るところによれば,仏 教

小乗仏教 の意味 なのだが の主要直覚知 は`impermanence'と`sufferingの そ れで あり,

これ こそエ リオ ットの詩 の根底 に横 たわる直覚知 だとい う。r四 つの四重奏』 を中心 に作品 に

よ って,彼 はその ことを例証 する。 エ リオ ッ トの`suffering'が 宇 宙的,普 遍的な もので ある

点 に注意す るとともに,こ の無常 と苦悩 とい う絶望 のヴ ィジ ョンか ら詩人が脱 け出そ うとす る

とき,そ こには絶望 と希望 との逆説的 な結合が見 られ るが,こ のような結 合は まさし く仏教の

本質を なす ものだ と考 える 流転 のま っただ中に休 らいの場所,苦 悩 と混乱の まっただ中に

平 安が存在 す ること,少 な くとも存在 する ことの可能性 を主張 するのが,仏 教的 な言語道断の

逆説 だというので ある。『四つ の四重奏』の`thestillpointoftheturningworld'に,重 要

な意義が与え られ ることにな る(McCarthyが この論文 を書 こうと思 いつ いたのは,鈴 木大拙

博士の著書 にその言及があ るのを読 んだか らだ とい う)。 この論文は`thestillpoint'の 分析

な ど示唆 に富む内容を含 んではいるが,仏 教 とエ リオ ッ トの思想 との類似点の提示 に終 って い

ることも否定 で きない。 ただ仏教 の観点 か らアプローチす ると き・エ リオ ットの詩が いっそ う

豊か なもの にな るの と同様 に,エ リオ ッ トの詩 の観点か らアプローチす るとき,仏 教 自体が い

っそ う身近に訴 え るものになる と最後 に述べ ているのは,傾 聴 すべ き意見 だと思 う。確か に仏

陀の 「火の説 教」 もク リシ ュナの訓 えも,色 あせて しま って いるのが現状 で あってみれば,東

西の思想の比較研究 の今 日的意義 が私 たちの側か ら求め られて よいで あろう。

KristianSmidtは その著書の中で6),エ リオッ トの詩 におけ る東洋 の神秘思想 の浸透 ぶ り

を,特 にrバ ヴヴ ァ ド・ギー タ』 と連関 させて考察 して いる。超時間的 な実在 の梵天・精神修

行 の ヨガの ことに も論及 し,ま た蓮 をは じめ車輪 や回 り階段 ・暗黒 や火 による浄化 などの シン

ボルに も触 れている。著者 の結論 には注 目すべ きものが ある。 ヨガによって神 の介入 な しに梵

天 との合一 に達 せ られるとい う考 えに,エ リオ ットは強 く心 を引かれ なが ら・ キ リス ト教の正

統信 仰のためにそれを完全 に受 け容れ ることはで きず,結 局 ど っちつかず になって いるだけで

はな く,自 己矛盾 に陥 って さえいるように思われ ると論 じる。神の恩寵を信 じることと入間の

修行 を信 じる こととを調和 させ る ことは困難で あ り,エ リオ ッ トはこの困難を充分意識 して お

り,そ して 「結果 は東洋 の精神修行 の考 えが大 いに浮 き彫 りにされて,キ リス ト教の愚寵の考

えと並置 されて いる。 これ らの考 えには解決 され ない矛盾が あるので あ り,必 ず しも詩の価値

を減 じるわけではないけれ ど も,た だ詩 における矛盾 と して感 じられ るだけだ」 と・著者 は別

の個所 で7),エ リオ ッ トの初期 のペ シ ミズ ムが,キ リス ト教の一面 とヒンズー教や仏教の哲学

との両方 に裏づ け られたこと,ま た後期の`suffering'と`askesis'の 容 認は,キ リス ト教 に

も東洋 の宗教 に も合致 する ことを述べ,彼 の神的合一(divineunion)の 考 え につ いて も・キ

リス ト教 と東洋 の神秘思想 のいずれ にも属す るもの と してい る。 こうとすれば,エ リオ ットは

東西 に共通の真理 を見 出 したか,あ るいは両方 に妥当す る範 囲 内にとどまった とい うことが考

え られ る。Smidtの 論 には教え られ るとこるが多いが,エ リオッ トが宗教 的にはキ リス ト教
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を固守 し,詩 で は東洋思想の心理的な真実を取 り入れてい る点が,無 視 で きないのではな いか

と筆者 は思 う。

もっと新 しい ところでは,DavidWardが エ リオ ッ トの作品 の解釈 に東洋的 な連関 を 考 慮

に入れて いる8)。 彼が キ リス ト教思想 と仏教思想 との別 を認 識 して論 じている ことは,「 キ リ

ス ト教の神秘家の最 も消極 的な者 の場合です ら,キ リス ト教 の神 の愛 の法悦経験 が,仏 教 の黙

想 による忘我 とは質 的に全 く異な ってい る」9)と 言 ってい るので も明 らかであるが,同 時 に ま

た東西の宗教思想の共通点,エ リオ ットの詩 におけるその表 われに も注意 する。 なお劇 につい

ては,R.BairdShumanの 論 文 もあるよ うだがエ゚ ),筆 者 は残念 なが らまだ接 する機会 を得て

い ない。キ リス ト教的な問題 が絡 んでい るエ リオ ッ トの劇作 品に,仏 教 がどれほど深 く浸透 し

て いるかは疑問なだけ に,い つか読みたい気持 でいる。

本稿 はエ リオ ットの作品における明白な言及,引 用 にで きるだけ しぼ って,東 洋思想 の受容

ぶ りを作品の コンテクス トか ら吟 味 しよ うとする ものである。 その前 にエ リオ ッ トが主 として

イ ン ドの仏典 と思想について述 べてい る言葉 を,列 挙 の形 で 目を通 す ことに したい。

r荒 廃地』を書いていた頃,エ リオ ッ トは仏教徒 になろ うと本気 で考 えた らしい。彼 自身 が

その ことを語 るのをStephenSpenderは 聞 いている し11),ま た別 に もエ リニオッ トが自我 の危

機 に見舞われていて,教 義に服 する こともで きずに,キ リス ト教 を奉 じよ うか仏教徒 になろ う

か と考え,特 に時間の問題 で悩 んでいた との論述 がな されている12)。意 味深 い話 しなので最初

に書 きとめてお く。

彼 は終始rバ ガ ヴァ ド ・ギー タ』を高 く買 っていた。rダ ンテ』論(1929)の 中 で,「 自分 の

知 る限 りではr神 曲』 に次 ぐ偉大 な哲 学的な詩」 と呼 んでいる ことは前 に も触れ たが,1947年

の 詩 に関す る講演では宗教詩 として ダンテ と並 べ13),晩 年 には『ジ ョージ ・ハ ーバ ー ト』論(19

62)の 中 で,こ の聖典を研究 す る機会 を もった ことに感謝 の気持 を表 明 して いる14)。 エ リオ ッ

トはウィル ソン ・ナイ ト著 『火の車』(1930)の 序 文 の中で,明 確 な教義的 な哲学,特 にキ リス

ト教の カ トリックの哲 学が好 きだ と言 いなが ら,エ ピク ロスやイ ン ドの森林哲学者 の哲学 も好

きだと述べてい る15)。彼 はハ ーヴ ァー ドの大学院時代 にイ ン ド哲学 に没頭 したので あ り,そ の

ときの ことをr異 神を求 めて』(1934)で 回 想 して いる16)(大 体,中 橋一 夫訳 に よる)

チ ャールズ ・ランマ ンの もとで二年 間サ ンスク リッ トを研究 し,ジ ェイムズ ・ウ ッズ の指導 で

パ タンジャ リの形而上学の迷宮に一年 聞迷い こんだ結果 は,そ れがわけの分 らない ものだ とい

う ことが分 っただけで あった。イ ン ドの哲学者 たちが何 を求 めているのかを理解 しよ うとする.

努 力の大半 は(そ して彼 らの精妙 さの前には,偉 大 な ヨー ロッパ の哲学者 の多 くも学童 のよ う

に思 えるの だが),ギ リシヤ人 の時代以来 の ヨー ロッパ哲学 に共通の範疇 とか区別 の種類 と か

をすべ て,私 の頭か ら消 し去 ろ うとす ることに費 された。私が前か ら並行 してや って いた ヨー
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9ロッ六哲 学の研究 は
,か え って邪魔にな るだけで あった。 そ して私 は(シ ョーペ ンハ ウエル,

ハ ル トマ ン,ド イセ ンに見 られるような婆羅門思想や仏教思想の ヨー ロ ッパへ の 厂影響」 な る

・もの は,主 と して浪慢 的な誤解 によるもの だったというヒとも分 ったので)あ の神秘 の中心に

本 当に突 き進み たいとい う私 めただ一つ の希望を達す るには,ア メ リカ人 あるいは ヨー ロ ッパ

人 と しそ の考え方㌧感 じ方 を忘 れなけれ ばな らぬ とい う結輪 に達 した。 しか し感情的な理 由か

らも実際上の蓮由か らも,私 はそん なことは しだ くなか った と。つ いでなが らエ リオ ット

は続 けて,中 国入の思想 について も同 じことが言 える とし,中 国人の精神はイ ン ド人の場合 よ
ヤ

りも,ア シ グロ ・サ クソンのそ れにず っと近 い との意見 を述べて いる。

仏教 に関 し彼 に最 も重 大な影響 を与 えたと思 われるア肝ヴ ィング ・バ ビットにつ いて,エ リ

オ ットは1937年 に 「仏教が彼の興味 を引 く理 由の一つ は,明 らかにプラ トン主義の考 えに対す

る彼 の敵意,そ れ にキ リス ト教神 学に及 ぼ したプ ラ トン主義 の影響 に対す る彼の嫌悪であ る」

と断 じている17)0ち な み にそのバ ビッ トは 『民主主義 と指導精神』(1924)の 中 で18),次 の よ

うな見方 を して いる 「人は平 常の 自我 を高 い次元 の意志,ま たは神意 に従 わせ る必要 があ

る とい う考 えは,単 にキ リス ト教 だけではな ぐ,宗 教の名 に値 す るすべての宗教 の本質 をなす

ものである。…… イン ドで もこういう意志 に対 す る固定観念 が一般化 してい るけれ ども,人 が

平 常の 自我 を従属 させ る意志 は超越的な神意 ではな くて,そ の人 自身の高 い次元 の 自我 と考 え

られる ことが多 い。仏陀 はキ リス ト教等 ほかの宗教では本質的 と考 え られ る多 くの ことを排除

す るが,人 の高 い次元 の意志 あるいは倫理的な意 志 と,生 来の 自我 あるいは増大 す る欲望 との

対 立は排 除 しない。 それど ころか,ほ かの いかな る宗教指導者 より以上に,こ の対 立のあ りの

ままの心 理的事 実に立脚 する。 こういうわ けで原初的 な形 の仏教は,宗 教の うちで も最 も批判

的な宗 教,言 うなれば最 も非神話的 な宗教で ある」 と。

魔r二 流の詩 ζは何か』(1944)で は・子供噸 から心から曖 着を撫 えて き塒 とL

て,エ リオッ トはエ ドウ ィン ・アーノル ドのrア ジアの光』 に言及 し,釈 迦の生 涯を扱 ったこ

の長 い叙事詩を非 常に興味深 く,し か も一度 な らず通読 したの だか ら,主 題 の釈 迦に対 しひそ

かな共 感を抱 いていたにちがいないと述懐 して いる19)。 『詩 の効用 と批評 の効用』(1945)に お

いては,「 私 は仏教徒 では ないが,初 期 の仏典 のあ るものは旧約聖書 の一部 と同 じよ うに 私 の

心 を動かす」20)と 言 い,ま た1.A.リ チ ャーズ,エ ズ ラ ・パ ウン ド,ア ーヴ ィング ・バ ビッ ト

の中函の哲学に対 する興味 について,「 少 な くともそれはキ リス ト教 の伝統 を根 こぎにす る 動

きを示 してい ると:幽 れる」21)との懸念::し て いる6r文 化 の定義の ための覚書』(・948)の

中 では,「 む か し私 は古代 イシ ド の 言語を研堯 した ことがあ り,そ の当時 は主 と して哲学 に興

味 を もっていたが詩 も少 し読 んだ。 そ して私 自身 の詩 にイ ン ドの思想 と感性の影響が 出て い為

ことを私は知 っている。 しか し一般的 に言 えば,詩 人 は東洋学者で はない 私 自身 決 して学

者 であ っ売 ことはない。そ して東洋 の文学が詩人 に与 え る影響 は通常翻訳 を通 してで ある」22)

と言 っている。 エ リオ ッ トの言及 のきわだったところを拾 えば,大 体以上の よ うになろう。彼
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億 東洋の;'主 ど してイン ドの宗教 とい うよ りもむ1しろ哲学 に興味 を抱 いたのだが,聖 典 で も哲

学でも詩 で も東洋 の もの に触れ ると き,'ヨ ー ロッパの キ リズ ト教 の ものと並べ る傾 ぎがあ⑳,

そ して自分 がキ リス ト教 の伝統 の中に生 きていることはたえ ず 自覚 していたよう だ。 ∴'・,∫

三'

『荒廃地』・あ第一章 「死者の埋葬」の題名は,英 国国姦会レ)枅祷書の中の死者の埋葬の儀式

か らと られている。 この詩 のもとの草稿 の複写本 が1971年 に刊行 され たが,そ こに含 まれて い

る次 の断片23)も これ と関連 した ものであ.る。
;嚊 ・ ・'・ ・'』

IamtheResurrectionandtheLife

:Iamthe-thingsthatstay,andthose ,thatflow.

Tamthehusbandandthewife

Andthevictimandthesacrificialknife

Iamthefire,andthebutteピalso.

エ リオ ッ ト夫人 は"EditorialNotes"で ,こ の短詩 は`『六 ガヴ プ ド・ギー タ」・の影 響1ご よる

ものだ と言 って,R.Cﾎ琺hner訳 の 亠部を引用 している24)。 そ れを見 ると彼女 め指 摘 に ま

ちが いない ことが理解で ぎる。相当前 に作 られた もの らしいが,思 わぬ ところか らヒンズー教

の聖典 が 『荒廃地』 の冒頭の章 に関わ り,rキ リズ ト教 と連結 して いるのは;た だそれだ げあ こ

と とは言 え何 とも暗示的で はないか。

さて 『荒廃地』 の第三章 「火の説教」 め結び(11.307=311)は 次 の通 り。

ToCarthagethenl軋me

Burning ,burningburningburning'

OLordThoupluckestmeout

OLordThoupluckest

鹽
1・.ビ/・:、 ㌧.顴

廴:'b
u}hingL時.':・ ∴ ∵ 二'・":・,'

戯
,二

こ れ に 対 す る エ リ オ ッ トの"N・tes,"は 次 の 通 り・
_..

307・ 聖 ア ウ グ ス チ ヌ ス の 『告 白 録 』`toCarthagethenIcarne,・whereacauldron

ofunholylovessangallaboutmineears.'

308=こ こ の 言 葉 は 仏 陀 の 、厂火 の 説 教 」(こ れ は 「山 上 の 垂 訓 」 に 匹 敵 す る 重 要 な も の で あ
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る)か らとった ものだが,そ の全文 の訳 は故 ヘ ン リー ・クラーク ・ウォレンのBuddhismin

Tyanslatian〔sic〕(HarvardOrientalSeries)に 出 ている。 ウ ォレン氏 は西洋 における仏教

研究 の偉大 な先駆者 の一人 であ った。

309.こ れ も聖 ア ウグスチヌスのr告 白録』 か らとった もの。 この詩 の この部分の 最 後 の

お さえ として,東 西の禁欲主義 を代表す るこれ ら二人 の言葉 を並 べたのは,決 して偶然 ではな

い 。

307の 出 典(r告 白 録 』 皿.1.1.)の 英 訳 は,原 註 に 引 用 の 文 の あ と 次 の よ う に 続 く25)。

Iwasnotabletoloveyet,butIlovedloving,andwithsecretloveIh穰edmyself

fornotloving.Isoughtforsomethingtolove,inlovewithloving,hatingsecurity,

andhatingapaththatwasnotbesetwithsnares.

308の 当 該 個 所 は 原 註 に 言 及 の 英 訳 で は 次 の よ う に な っ て い る26)O

AIIthings,Opriests,are .onfire・ … 一一

Theeye,Opriests,isonfire;formsareonfire;eye-consciousnessisonfire;im-

pressionsreceivedbytheeyeareonfire;andwhateversensation,pleasant,un-

pleasant,orindifferent,originatedinimpressionsreceivedbytheeye,thatalsois

onfire.

Andwithwhataretheseonfire?

Withthefireofpassion,sayI,withthefireofinfatuation;withbirth,oldage,

death,sorrow,lamentation,misery,grief,anddespairaretheyonfire・ ・1

309の 出 典(r告 白 録 』X.XXXN.53.)の 英 訳 は,原 詩 と 同 じ訳 文 が 見 ら れ るEveryman's

Library版 で は 次 の 通 り。

AndI,thoughIspeakandseethis,entanglemystepswiththeseoutwardbeauties;

butThoupluckestmeout,OLord,Thoupluckestmeout;becauseThyloving-kindness

isbeforemyeyes.

ForIamtakenmiserably,andThoupluckestmeo皦mercifully;sometimesnotper-

ceivingit,whenIhadbutlightlylighteduponthem;otherwhileswithpain,because

Ihadstuckfastinthem.

第 三 章 が こ の よ う な 引 用 で 終 っ て い る こ と に 対 し て は,F.R.Leavis27)を は じ め 外 部 の 要
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素 に頼 る もの との批判 が多 いが,同 時 にCleanthBrooks28)ら この章 の結び と して無理のな い

脈絡 の もの と解 する者 も少 な くない。 エ リオ ットの309の 自註 の 自信 の こもった口調 と は 対照

的 に,詩 の方 はたどたど しい調子 にな って いることが注 目され よう。第一章 「死者 の埋葬」,

第 二章 「チエス遊 び」で描かれて いるの は,救 済の望みか らほ ど遠 い死 と肉欲 の現 実世界で あ

る29)。 こ この第三章の題名は原註 にも触れて いるように,仏 陀がガヤー シーサ山で修行僧たち

を前 に して,人 間の五欲を劫火 にたとえて説 いた 「火の説教」 に由来す る。・丶そ して本章 の結び

に くるまで の ところで,情 欲の燃え さか るいろいろな場面が扱われてお り,そ こか ら脱け出す

道が禁欲 にある とい うことを考えれば,聖 アウグチスヌス と仏陀か らの引用は,二 人 が ともに

若 い頃人一倍官能 に溺れ た後,禁 欲 生活 に入 って精神の 自由を求 めた というだけではな く,と

もに情欲 を表 わす のに火の比喩を用 いて いることで うなずける。 ただGrahamMartinも 指 摘

す るよ うに30),火 の イメジは 『荒廃地』で は じめて,し か も`fire'の 語 ではな く・`burning'

の 語 で出ている。再生 と結びつ き得 る水の イメジと対比的 に,浄 化の意味を全 く伴 なわず に使

われ ているのである。筆者 は以前 に こう書 いたことが ある31)「 最 終部では,聖 ア ウグスチ

ヌス の言葉 と仏 陀の説教が併用 され,肉 の欲の燃え る火か ら救 い出 され る道が,禁 欲 に あるこ

とが示 され る。 肉よ り霊への超克 は個人的 に,し か も救 いの手を通 じて行なわれ,燃 え る火の

中で燃 え る欲 を燃 や し(燃 えるのは情欲 の火 と浄化の火の二重写 し),祈 りなが ら自分 を無に

す る ことだ と考 え られ る。現実 の地 の肉欲 の燃 えさか りようは,救 済の遠 いことを 思、わ せ る

が,祈 りによ る火勢 の衰 えが浄化 の可能性 を仄めか して いる。 カル タゴの地名は,フ ェニキア

人水夫 と関係 を もつ もので,そ れが主人公 の祈 りとともに次章へつ なが ることになろ う」 と。

これ を改 める気 にな ったの は,そ の後 出たこの詩の もとの草稿の複 写本に,ま るで題辞 の よう

にエ リオ ッ トの言葉が掲げ られて いて,詩 を読みかえす うちにその真 意が疑えな くな ったため

で ある。 そ こではエ リオ ットは,い ろいろな批評家が この詩を現 代社会 の批判だ と解 して きた

のに対 して言 うのだが,「 私 に とって この詩 は,人 生 に対 する個人的 な全 くくだ ら ない不平 の

気散 じに過 ぎなか った。 ただの リズ ミカル なぐちこぼ しとい うだけの ものだ」 と32)。で は どう

い う解釈 になろ うか。

アウグス チヌス の言葉の通 り 「それか ら私は カル タゴに来 た」,道 はなお遠 いどころか 原 註

に引用 のあるよ うに,「 そ こでは不浄 な色欲 の大釜が,私 の耳 もとでふつふつ と鳴 ってい た 」

ので あ り,そ れ が仏陀の 「火 の説教」 の迷いの火 の「燃え る燃え る燃え る燃え る」 と重な る。と

ころが 「おお主 よ汝 は我を引 き出 した もう/お お主 よ汝は引 きた もう」 とアウグス チヌス の引

用が続 く。上 に掲げ た出典の部分で知 れ るよ うに,ア ウグス チヌス は最初 の 「それか ら……」

の引用部で愛の語を連発 し,あ との引用 部は感謝 の祈 りを含んで いるのだが,仏 陀の 「火 の説

教Jの 方は愛の ことは全 く言 っていない し,そ の言葉 に従 う者 は引き出され ることを求 め よう

とす るより,感 覚等のあ らゆる執着 を断 って無 になる方向を とることが考え られ る。 この よう

にアウグスチヌス と仏陀 とで は禁欲 の方 向が異 なるにもかかわ らず,両 者の言葉 を併用 して い
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、るのであ?て ・ アウグスチ ヌスの あとの引用詩行 には・・む しろ力 のない 自嘲 の調べ が感 じら.れ

・は しないギろ
.うか。主へ9祈 りもとぎれ るほ どの燃 え さか りよう・で あ り、,最後 の 「燃 える斑 ⑱

丁語 は火勢 の衰 えを意味す るのでは昼 くて・ まだ燃 え るというつぶ や きととれは しな.㍉、・ギろ う

か。死へ の下降 が高度 ρアそロニーで日音示 さ
.れて・.第四章 へつ1ながるよ うに母 え るのである。

こ
、の解籾 が許 される とすれ ばジ情欲 に対 す る詩人ρ絶望的な1まどの嫌悪感が読 み と れ る 本 章

「火 の説教」で・・結び の部分岱の仏陀の言葉 ρ導 入に7心 理的に詩 に生 か ざれて いると言 え る

のではなかろ うか。,
.1・.'"1

次 に 『荒廃地』 のi霹後 の第五章,「雷が言 ったこと」 。、それぞれ`IDal(400,410,417)と 言

ったのに続 いて1`Datta'(401)・`Dayadhvam'(411),`Damyata:(41s)と 言 われ・ あ との

1方1で・`Datta・Dayadhvam・Damyata.'(432)と 反 復 され,そ して`Shantihshantihshantih'

(433)で 結 ばれ る。 これ に対す るエ リオ ッ・・トの"Notes"は 次 の通 り。

, 「卩㍗F咽

絃
r"噛 ・ 馳,鳳 し内、

401・`Datta・dayadhvam,.damyata'(Give,sympathise,oontrol)・ 雷 の 言 葉 の 意 味 に 関 す

る 寓 話 は ・Brihadarartyaka一 マUpanishad,5,1の 中 に あ る 。 翻 訳 は ド イ セ ン の:Sechzig

Upanishads
.desVeda,p.489に あ るgr.,.∴'

.433・Shantih.秀 る .ウ パ テ シ ャ ッ ド の 終 り に つ い て い る 紋 切 型 の 言 葉 で, 、 こ ζ と 同 じ.ふ う

に 繰 り 琿 さ れ て い るび`ThePeacewhichpass鑼hunderstanding'と い う 英 語 が ζ の 言 葉

に 相 当 す る 。,.尸' 、 ・.'、 ㍉1

こ の 自 註 で はrウ パ ニ ・シ ャ ッ 吻5,1-「 ブ リハ ダ ラ ニ ヤ カ 」 一(つ ま りtheFirstBr禀m穗a)

と な1っ て い る が,.直 接 関 係 が あ る の は5,2(つ ま り 齟,theSecondBrahrdana)、 で あ り,そ こ の 部

.分 は.RobertErn6stHum髢� で は 次 の 通 り33)。

1.ThethreefoldoffspringofPr稻apati-gods,men,anddevils(asura)7dv虻b}t、

withtheirfatherPrajapatiasstudentsofsacredknowledge(brah7nacarya).

Havinglived ,thelifeofastudentofsacr鐡knowledge,thegodssaid:`Spe稾tous,

§ir.'Tothem・hespoke'thissyllable,`つa.'.`Didyou.understand?'`Wedidurid鑽.一

,stand,'saidthey.`Yousaidtous,"Restrainyourselves(darnyata)."'`Yes((ﾎrra)i'

saidhe.`Youdidhe.understand.'

2.Sothenthemensaidtohim:`Speaktous,Sir:'Tothemthenhespokethis

syllable,`Da.'`Didyouunderstand?'`Wedidunderstand,'saidthey.`You;saidto

us;``-Give(datta).'"`Yes(θ ノη)!'saidhe.`Youdidunderstand.':1

3,Sothenthedevilssaidtohim:`Speaktous,Sir.'Tothemthenhespokethis

syllable,`Da.'`Didyouunderstand?'`Wedidunderstand,'saidthey.`Yousaidtous,
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"Becompassionate(dayadhvarra)
."'`Yes(θ ノη)!'saidhe.`Youdidunderstand・'

Thissamethingdoesthedivinevoicehere,thunder,repeat:Da!Da!lda!thatis,

restrairLyourselves,give,becompassionate.Oneshouldpractisethissametriad:self-

restraint,giving,compassion.

`D
a'は イ ン ド ・ヨ尸 ロッパ語族 の語根 で,そ れか ら数多 くの藷が派生 して お り原初 的 な 響 き

を もつ。 それが∫・D・mγ…,d・tt・,d・y・dhvam・ を 嚇 するのに用㌣・られ・そ し循 の司 ・も

な っている。原典 で鰕 初,あ る ・D。my。・。・をエ リオ 。トは最後に まわ し,こ うして`Give・

sympathise,control'の 順 序 に して いるの は,東 洋 の三徳を キ リス ト教的 に移 し変え たもの と

見 ることがで きよう(か え って`control'の 比 重 が増 して いるようで ある)。 西洋 の伝統 に も

かな う内容 なの だ。 ちなみにF.R.Leavisは,こ こでのサ ンス ク リットの使用 と原 註は是認

して いる34)。

さて詩はこの概 幽 練 洋の永遠の英知とも言う嚀 卸 鈴 に・主人蛸 肯定略 えで

応 じることがで きnば 激 いの雨が陶 離 力減 就棟 るという設定だが・いずれ1こも否定的

な返答 しか与肪 れなし.・・鱆 は冒頭か らキリス トの弊 てし事 い状況や・地1`堕 ちた搬 が

暗示的に描写 されCお り35),そ こ.ヘウパニシャッドを引きこむのは・名ば期りの現代のキ リス
p
ト教世界あ精神状況に,詩 的衝撃を与えるようなものであろうし・詩入の深い絶望感を裏書 き

するものと言える筋 う.最 縄 に原註つ きの三つの蹄 翻 が見 られる(427-429)ρ ミ・い

ずれも西洋のものであり,主 人公が これ らの断片を自分の荒廃を防ぐ支えとしてきた と語 る

(43・)よ うに・.そういうものにし・がみつかざるを得嫡 ったので齣 ・「それでは騨 縦 い

まし。う」1キ 。ドrス 心 ンの繍 』 より)と し}うヒエ・ニモの言鄭 主人公が霹 の命令

に従 うことを意味 しなが ら,「 ヒエロニモは また気が狂 らた」 と続 け るのは(431),こ め荒 廃

地 で雷の命令 に応 じて`order'を 立 て る こと(外 国語 の断片の混用!ま無秩序を暗示)が ・狂 気

1・纐 す 礁 業で あることを印象づ ける・ こうして`D・ ・…D・y・dh・ ・m・D・my・t・1の 囎 だ・

これはG。 。,g。Willi。m、。nの 言 うよ うに・6・,狂った ヒ如 ニモの諜 ・曝 うにす ら 聞 こえ る

し,結 びの`Shantihshantihshantih'と と もに,ア イ ロニカルな響.きが否定 で きない・F・R・

Leavisは この最終行 のアイ ロニーは効 いていないと述べてい るが37),ど うで あろ うか。 エ リ

オ ッ トの 自註の 「理解 を越 える平安」 の典拠 は,新 約聖書 「ピリピ書」第4章7節 で あ り,そ

こでは神の平 安の ことが言 われている(ま るでいたず らっ児 のように,東 西の聖典の言葉をひ

そか に1結びつけて いるではないか)。 人の心 に関わ る超越的な平安 という点 では,ウ パ ニシャ ッ

ドの語 と共 通 してい るに して も,神 の恵 みの平安 と人が努めて達す る平安 とでは大 きなちが い

だ。"神の恵 みの平 安を。努 めて心 の平安 に至 れ。 そのどち らで もあ って どち らで もない。そ う

思 わせ るのは音 の響 きで ある。雷 の命令 も擬声譜 なのだ。 ひ ょっとした らはや し歌 の`shanty'

の よ うに,あ ま り意味 のない ものか。 そ うい うつ もりもあろ うが,「 ロン.ドン橋が お っζちる
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…」 というような崩壊 のイメジか らす る と
,9こ この平安 は死 を含んで いるよ うに思え る。静か

Fに死ぬん だ
,こ う言 っているよ うに聞 こえてな らない。原藷 の形而上的 な 「理解 を 越 え る 平

安」 の意味が,こ の ように逆説的 に用 い られている とする と,ア イロニー以外の何 もので もな

いで あろ う。死 に瀕 しているのが現実で あ り,支 え も救 い もない信仰 か ら遠 い世界 なの だ。 し

か しまた一 方,高 次の意味 のそ うい う生 の中での死 は求 め らるべ きで あろ う。 こうい う二重 の

意味の死が含意 されてい ると思 う。結 びの ウパ ニシ ャッ ドの三語 は,雷 鳴 とともに遠 くか らや

って来て,詩 人の ぎりぎりの心理 的真実 の表現 として何食 わぬ顔 で,そ こにお さま って いるよ

うで ある。

四

r四 つ の四重奏』中の 『ザ ・ドゥライ ・サ ルヴ ェイジズ』 の第三部全体 が,『 バ ガヴ ァ ド・ギ

ー タ』の ク リシ ュナの訓えに関係 してい る。 ここでク リシュナを もち出す ことにHelenGar-

dnerの 反 対 が あることについてはす でに述 べた。 同 じくエ リオ ッ トの理解者 であるB.Rajan

も,そ の まわ り くどい出 し方 に不快 の念 をあか らさまに表 わ して いる38)。

rバ ガヴァ ド ・ギー タ』(聖 婆伽梵歌)は,古 代 イ ン ドの叙事詩Mahabharata中 の 讃歌 で,

ヴ ィシュヌ神(Vishnu)の 化 身 ク リシ ュナ(Krishna)と 王 子 アルジ ュナ(Arjuna)と の 対話'

か ら成 って いる。 アルジ ュナは戦場 に来て 同族 の者 を討 たね ばな らない ことを知 って,戦 うこ

とに疑問を抱 き行為 の罪深 さに思 い悩むの 沱が,ク リシ ュナは無我超脱 の行為 を説 く の で あ

る。 エ リオッ トの詩 に歌 われ る 「行為 の結 実を思 ってはな らぬ」 ことに関 しては,『 ギー タ』の

各所 に散在 して いて引用 で きないほどで あ り,む しろ重要 な内的連関 を もつ次の第五章の言葉

を引 いてお こう(SwamiPrabhavanandaとChristopherIsherwoodの 共 訳 よ り)。

Actionrightlyrenouncedbringsfreedom

Actionrightlyperformedbringsfreedom

Botharebetter

Thanmereshunningofaction.

次にエ リオットがじかに採用 している部分を含む個所は,こ の訳文とはちが うが第八章の次の

ところ(点 線筆者)。

Atthehourofdeath,whenamanleaveshisbody,hemustdepartwithhiscon-

sciousnessabsorbedinme.Thenhewillbeunitedwithme.Becertainofthat.

Whateveramanremembersatthelast,whenheisleavingthebody,willberealized

byhiminthehereafter;becausethatwillbewhathismindhasmostconstantly

dwelton,duringthislife.
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そ してエ リオ ッ トの引用駅 は次 の通 り39)。

Onwhateversphereofbeingthemindofmanmaybeintentatthetimeofdeath

tothathegoes…havingbeenusedtoponderonit.

さて 『守 ・ドゥライ ・サルヴ ェイジズ』第三部 は,`Isometimeswonderifthatiswhat

Krishnameant-'と い うふ うに,散 漫な探 るよ うな調子で始 まる。 これ は 詩 人 が ク リシ ュ

ナの言葉 に深遠な真理を認めてい るか らであろ うし,第 五部で歌 われ る 「半ば推測 さ れ る暗

示,半 ば理解 され る賜物」 なのだろ う。 またそれを詩人 の関心事 の時間 の問題 に引きつ けて,

言 い当て ようと して いるため もあるか も知 れない。'未来 は`afadedsong'で あ り,ま だ開か

れ た ことの ない書物の黄ばんだ頁の聞には さまった悔恨(regret)の 花 だとは,rバ ー ン ト・

ノー トン』 冒頭の 「未来の時は過去の時の中に含 まれ る」 と同 じく時 の区分 を止揚す る考え方

だが,ク リシ ュナは こん なふ うに言 うだろ うか と思わせるほど,エ リオ ッ ト的ペ シニズ ムの に

じん だ表現 だ。`Andthewayupisthewaydown'は,エ ピグラフにな って いるヘラクレ

イ トス の二つ 目の断片,お よび 『バ ー ン ト ・ノー トン』第三部 と呼応 している。運 動 の 停 止

によ って同 じ道 なので あ り,「 この世 は欲望の ままに,過 去の時 と未 来の時の軌道を動 く」とそ

の第三部で なされ た批判の発展の ように,`thewayforwardistheway「back'が こ こで加

え られる。 そ して未来が過去に通 じるとい うことが,次 第 に死へ帰 る道 の意味 を帯 びることに

なる。 そ こで恐 るべ く確か なことと して,`timeisnohealer:thepatientisnolongerhere

と歌 われて,『 イース ト ・コウカー』第 四部 に見 られ るよ うなキ リス トによる救 いの概念が,

時 聞 の次元で は締 め出 され るの だ。 この ようにヒンズー教の思想 が,時 間の考 察に入 りこむ事

情 に注 目 したい。人 は旅 に出 ると移 り行 く時間の中で安 堵するが,詩 人 は`Fareforward,trav-

ellers!ngtescapingfromthepast/Intodifferentlives・orintoanyfuture'と 言 う・D・

E.Jonesの 指 摘 のように4°),エ リオ ットは短詩r小 さな魂』(1929)に お いて,神 の手 か ら

生 まれ出る純 な魂 が現世 の中で`Unabletofareforwardorretreat'に な る ことを 描 き41),

詩 劇 『寺院 の殺人』(1935)で は,ト マス に向か って第四の誘惑者 に`Fareforwardtothe

end'と 言 わせ ている42)。過 去か ら未 来へ と逃 げ こむ のではな くて,前 へ進め と告げ られ ること

には,超 時 間の運命 に従 う意味 が含 まれて いるで あろう。旅の途上に ある者は,未 来に向か っ

て 出発地 を離 れた ときの過去の人 とも・ また目的地 に着 いて過去を あと,にす るときの未 来の人

とも同 じ人 ではない。 こう筆者 は解釈 したい(こ の あた り,人 は時間の進行で分け ると同 じ人

では な くな り,そ の 自己同一性を失 うとい うよ うな読 みがなされ てお り,HelenGardnerも そ

の一人 だが同意で きない43)。McCarthyの よ うに44)無常 の表現 と見,KristianSmidtの よ う

に45)輪 回 の思想 の影響 ととるの は理解で きな いではな いが,詩 の力点 のお きどころに注意 した
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い)。 旅の者は 「過去 は終 った」「未来 は前方 にある」 とは思わ ない瞬間を もつ こと に な る の

だ。 それで未来 はないかの ように進 まねばな らないのであ り,時 間 が背後 に下が った今が意味

壷 もつのである。

船旅 をす る者 に時間を越 えた何語 で もない声 が歌 うのが聞 こえる。 それ は`Fareforward'

と始 ま り,途 上 にある今 という状況 を 自覚 させ,`Herebetweenthehitherandthefarther

shore/Whiletimeiswithdrawn,considerthefuture/Andthepastwithanequalmind

'と語 りかけ る
。二つ の 「岸」 には明白に仏教的な含 みがあろう。 この ように時が退 い て い る

今,未 来 に も過去 にも偏 しな い超然 とした心 で対応 する ことを説 いた後

Atthemoment.whichisnotofactionorinaction

Youcanreceivethis;"onwhateversphereofbeing

Themind.ofamanmaybeintent

Atthetimeofdeath"一 一一thatistheaneaction

(Andthetimeofdeathisevery_moment)

Whichshallfructif�inthelivesof ,others

Anddonotthinkofthefruitofaction.

Faref�ward.s

先 に掲げ たよ うに,『 バ ガヴ ァド ・ギ ータ』 か らの引用 を含んで い磊PhilipWheelwrightは

エ リオ ットが括弧 に入れて加えてい る部分を重視 して,ヘ ラク レイ トスの言葉 とのつなが りを

読 み とり,エ リオ ットが ヒンズー教の業'(Karma)の 教 理 か ら離 れて,ヘ ラク レイ トス流 に

二瞬一瞬を死の時 ,そ れ故 にまた再生 の時 だ と考 えていると論 じ,こ こに ヒンズ ー教 の自己集

中 による再生の考え方 と,ヘ ラダ レイ トスの再生 を一 瞬一瞬 に関連 づける考 え方 との統合 を認

めて いる46)。 さて詩人は 「死の時に どういう生 き方に人の心 が思 いふけ っていて も」 と 引 用

し,「 死 後その人 はその通 りになる」 と続 けて はいない。死の時が,一 瞬二瞬 こそが問題 な の

で あ り,亮 の時の眼で一心 に観 じる行為 こそ,「 他人の生涯に実を結 ぶ」 ものなのだ。 そ して

ク リシュナの繰 り返す訓えのままに 「行為 の結 実を思 ゐてはな らぬ」 と強調 しジ注意深 くと言

っていいほ ど再生の ことは言及 していないのである。挿入部 にヘラク レイ トス の流転 の思想の

投 影が あると じて も,Wheelwrightの よ うに再生 の ことを取 りたてて言 うのはど うで あ ろ う

が。再生 ということになる と,ビ ンズ ー教 とキ リス ト教 とで は根本的 なちが いが あ り(ヘ ラク

レイ トスは別 にす る),エ リ矛ッ トに とってはキ リス ト教 の方 に荷担せ ざるを得 ないで あろう。

一 方rバ ガ ヴァ ド ・ギー タ』 の 「行為 の結 寅」云 々の関連部 をい くつか読ん でみれば分 るよう

た∴そ こで は超越者(梵 天 とかク リシ ュナ とか)と の合一 が強調 されているのに,詩 ではその
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ことに触れ られていないの も当然 の ことと思 われ る。 ここでは無我超脱,超 時間的 な心 の向け

方 が主眼なのであ り,ヒ ンズー教の宗教 的真理 ではな く心理 的真実 を容れて いるととれないだ

ろ うか。乏 ころで船旅 す る者に呼びかける声は,死 の時 の今 の生 き方 が`realdestin穰ion'.だ

と言 って結ばれ る(第 二部では未 来 も過 去 も`destination'が な いと歌われていた)。 詩人 はク

リシ ュナが戦場でアルジ ュナを諭 した ときの声 もこれだ と付 け加 えて,最 後 に`Notfarewell,

/Butfareforward,voyagers'と い う死へ の門出の言葉 を発 する。以上で,ク リシ ュナが い

か に生か されて いるか理解で きるだ ろう。

さそ しか し,エ リオ ットの脳 裡か らは再生 の ことが離れなか ったにちが いない。次 の第 四部

の聖母 マ リアへの祈 りの歌が,第 三部 と対 照的には っき りとキ リス ト教 的なのが注 目 さ れ よ

う。 内容か ら直 ちに思 い出され るのば 『荒 廃地』第 四章 「水死」 であ り,そ の場合 と同 じく再

生 のテーマはきわ だ って はいないが,こ この祈 りと第二部の 「唯一の告知」 の祈 りとの 蘭 連

よ りすれ ば,再 生の可能性の暗示は否定 で きない と思われ る。最後 の第五部 が第三部 か らの展

開で ある ことは明 白で あ り,エ リオ ットが時間の克服,超 時聞的な生 き方 の探索 に 『バ ガヴ ァ

ド ・ギー タ』 を取 り入れて いる ことが知れ る。人の好奇心は過去 と未 来の時 間の次元 に執着 す

るが,聖 者には`Thepointofintersectionofthetimeless/Withtime'を 会 得す る機会が

恵 まれ ると述べ る とき,上 に引いた第三部の詩行 との密接なつなが りは疑 問の余地 がな く,そ

して`aIifetime'sdeathinlove,/Ardourandselflessnessandself-surrender'と か`pray-

er,observance,discipline,thoughtandaction'の 表 現 には,今 やキ リス ト教 と ヒンズ ー教

との共在 が読 み とれよ う。 さらに`Thehinthalfguessed,thegifthalfunderstood,15"『

Incarnation'の 一 行で,`time'に お ける`thetimeless'の`lncarnation'は,キ リス ト教

的 にのみ解 すべ きで はな く,直 接 にはむ しろク リシ ュナの訓えに関 してい るととるべ きであろ'

う(な お ここの`is'は す ぐ前の行 の冒頭 と同 じく強 い響 きで あ り;第 三部で声が歌 う場 合 に佃'

もき わだ らていた ことを思 い出 させ る)。 これ に続 いて`Heretheimpossibleunion/Of

sphevesofexistenceisactual,/Herethepastandfuture/Areconqured,andreconciled'

と高 唱 され る。第三部 のク リシ ュナの`sphereofbeing'の 展 開であ り,詩 人 はあ くまでも

時間 と超時間 の生 き方 の合一,時 間 の克服の実現を志向す る姿勢なのであ って,再 生 とか超越

者 との合一 とかの表現 は全.く出 して いないのだ。`Andrightaction.isfreedom/Frompast

andfuturealso'は,最 初 に掲げ た 『バ ガ ヴァ ド・ギー タ』 の`Actionrightlyperformed

bringsfreedom'が.エ リオ ット的 に受容 されて いることの実証 である。 これはわれわれ多 ,

くの者 には この世で は実現で きない目標 だと しなが らも,試 み続 げる ことに意義 を見 出す詩人

は`We,contentattheIast/lfourtemporalreversionnourish/(Nottoofarfrornthe

yewtree)/Thelifeofsignificantsoil'と 結 ぶ。 ここには生 の中の死が暗示 され ていると

思 う。東西の宗教を含 み,そ れを越えた創造的な立場の表明 と言 うことがで きよ う。
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『四 つの四重奏』冒頭の 『バ ー ン ト・ノー トン』第一部 に,日 光 の水が満 ちた池 に静か に起

き上 がる`lotos'(蓮)の シ ンボルが用・い られている。 これが ヒンズ ー教の シンボルで あるこ

とは,よ く知 られてい る通 りであ り47),時 間 の世界へ永遠 の実在 を啓示す るもので あろう。 こ

の詩 の主要 イ メ ジ`thestillpointoftheturningworld'(『 バ ー ン ト・ノー・ト,`ン』第 二

部)は,過 去 と未来が集 まる ところであ り時間の中の永遠 の一点 と考 え られ る。その ところで

`Th
einnerfreedomfromthepracticaldesire,/Thereleasefromaction.andsuffering,

releasefromtheinner/Andtheoutercompulsion'と 歌 われる とき,McCarthyやSmidt

が 指 摘す るように48),仏 教(ま たは ヨガ)の 解脱 の考 えの影響 が疑 えない。McCarthyは`the

stillpoint'に つ いて,「 時間 としての時 間か らの解放 ではな くて,か りそめの時闇への屈従か

らの解 放で ある。欲望 として の欲望か らの解放で はな くて,盲 目で移 り気 な欲 望へ の隷属 か ら

の解放 であ る。苦悩 としての苦悩 か らの解 放ではな くて,理 解 と憐憫を もってす る一 苦悩 の苦

悩 か らの解放 である。死 と しての死か らの解放で はな くて なぜ な ら 『死 の時 は一瞬一瞬 で

ある』 のだか ら 死 の恐怖か らの解放で ある」 と述べて いるが49),一 面 の真 実をついてい る

ので はないか と思 う。 エ リオ ットが東 洋思想 の心理的 な面 に,前 にも触 れたSmidtの 言 葉 に従

えぱ5°)「神 の介入 な しの梵天 との合一」 に着 目 して いるの は否定 で きな い。そ して`awhite

lightstillandmoving'(『 バ ー ント ・ノー トン』 同個所)や,`Wernustbestillandstill

moving'(『 イ ース ト・コウカー』第五部)が,『 バ ガヴ ァド ・ギ ータ』 で梵天 につ いて言 わ

れ る`theunmovedandthemoving'51)と 符 合す る ことを考 えれ ば,詩 人 の ヒンズー教へ の

関心!ま案外深 くまで入 りこんでい ると思 われ る。 いずれにせよ・彼 が 自我 と事物 と人 に対 すう

愛着,超 脱,無 関心 という三 つの異な った状 態の分析 をや るときも,す ぐに`liberation/From

thefutuxeaswellasthepast'と い うふ うに時間か らの解放 に及ぶ のであ り(『 リトゥル ・

ギデ ィング』 第三部),McCarthyの よ うに 「仏教 の精神 に最 も近 いのは 『四つの四重奏』 で

ある」52)と 言 わ ないまで も,エ リオ ッ トが ヒンズー教 の心理的真実 を 『四 つの四重奏』 の時間

観 に摂取 して,キ リス ト教 と抵触 しないよ うにお さめていると見 る ことがで きよ う。

五

詩劇 の方 に 目を走 らせ てみよ う。前述 のr四 つの四重奏』 の`thestillpointoftheturning

world'は,明 らか に車輪(wheel)の シ ンボル と関連 してい る。 このシ ンボルは す で に 『荒

廃地』 に出ていて,西 洋の典拠 につ いて は しば しば言及 され て き た が,KristianSmidtは

「あが なわれ ない生 と死の果て しない循環 を示すため に,ヒ ンズー教や仏教の聖典 に しば しば

用い られて いる」 と述べ53),『 バ ガヴ ァ ド ・ギー タ』 の`theterriblewheelofrebirthand

death'を 指 摘 してい る54)。 詩 劇 『寺院 の殺人』(1935)第 一 部 において,第 三の僧侶が`For

goodorill,1etthewheelturn'と 言 い55),ト マ スが`Only/Thefool,fixedinhisfolly,
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maythink/Hecanturnthewheelonwhichheturns'と 語 って56),そ れ ぞれ効果的 に用

い られて いる。 しか し注意す るべ きは,両 方の言葉の中ほ どに ある次の トマスの第一 声で あろ

う57)Q

Theyknowanddonotknow,whatitistoactorsuffer.

Theyknowanddonotknow,thatactionissuffering

Andsufferingisaction.Neitherdoestheagentsuffer

Northepatientact.Butboth灑efixed

Inaneternalaction,aneternalpatien軻

Towhichallmustconsentthatitmaybewilled

Andwhichallmustsufferthattheymaywillit,

Thatthepatternmaysubsist,forthepatternistheaction

Andthesuffering,thatthewheelmayturnandstill

Beforeverstill.

これ に関 しては筆者 は前 に書 いた ことがある58L「 コーラスの女 たちの方が,僧 侶 らよ り理解

している。行動 と忍苦 は一 つの もの,行 動が あ って は じめて忍苦が あ り,そ して忍苦 が行動 と

な るのであ るが,彼 女 らはその関係 の現実的 な危険 は知 って いて,そ の永遠 の安全,平 和が分

っていない。現実 的な意味 では トマス 自身 のよ うに行動す る者 は忍苦せず,コ ーラス の女 たち

のよ うに忍苦 を課せ られ る者 は行動 しない とは言 え,両 者 は永遠の行動 と忍苦 の中で結 ばれ,

人 間 が意志 する ことによ り行動 と忍苦 の図式 は存競 し,時 間 の動が永遠 の静 と合一す る」 と。

これ はあとの幕間劇で大司教が,殉 教 につ いて`ltisneverthedesignofman;forthetrue

martyrishewhohasbecome,theinstrumentofGod,whohaslosthiswillinthewill

ofGod,andwhonolongerdesiresanythingforhimself,noteventhegloryofbeinga

martyr'59)と 説 くように,キ リス ト教的な信 仰の色 が濃 くなるのだがDavidWordは こ こ

の表 現 にもrバ ガヴァ ド ・ギー タ』 との関係 を読 む6°)。実 際 「行為 の結実 を思 ってはな らぬ」

との訓 えが生か されて いる一 『四つ の四重奏』の`thestillpoint'と の符合 は疑 えない し,

そ うとすれば トマスの殉教の生 き方 の中に も,東 洋 の思想 が潜在的 に入 りこんでい ると言 える

か も知れ ない。 『一族再会』(1939>で は,い ずれ もハ リーが`theburningwheel'61)`the

humanwheel'62)と 口 に出 し,前 者 はシ ェイクス ピアのrリ ア王』 の`awheeloffire'の 影

響 だが,後 者 はそれか ら解放 された者 とい うふ うに話 される。最 も注意 を引 くのは次 の個所 で

あろ う63)。
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Toandfro,,draggingmyfeet

Amonginnershadowsinthesmokywilderness,

Tryingtoavoidtheclaspingbranches

Andthegiantlizard.Toandfro.

Untilthechainbreaks.

Thechainbreaks,

Thewheelstops,andthenoiseofmachinery,

Andthedesertiscleared,underthejudicialsun

Ofthefinaleye,andtheawfulevacuation

Cleanses.

アガサ との二重唱 は,彼 女がハ リーの父 との実 らなか った愛 について歌 い出 し,互 いに リフ レ

インで応 じ合 いなが ら鎖が切れ るまで二 人が苦 しい歩 みをた どった ことを述べ,そ して上 のハ

リーの言葉 に見 るように鎖が切れ,こ の あとアガサ との間に実現 した愛 の瞬間 を歌 う。つ ま り

鎖 が切 れ車 の回転 が止 まって,二 人 は実在 の照明の瞬間を経験 す るのだ。「鎖が切れ るまで」の

リフ レイ ンに関 して,『 バ ガヴ ァ ド・ギータ』 に解 明の拠 りどころを見 出す者 もあるが64),い さ

さか無 理なよ うに思 われ る し,齟まずは車輪の シンボルがエ リオッ トの作 品の重要個所 に組 み こ

まれてい るのを知 る ことで満足 しなけれ ばな らない。

『カ クテル'・パ ーテ 彳一』(1949)で は,死 に臨ん だ仏陀の弟子たち に対 す る訓 戒 の 言 葉

`
w�koutyoursalvatiorlwithdiligehce'が そ の まま三度 ラィ リーによ って用 い られ る

(い ずれ も第二幕)。 まずエ ドワー ドとラヴ ィニアへ の別 れの言葉 として 一Goinpeace.

Andworkoutyoursalvationwithdiligence65).次 に シー リアへの別れの言葉 と して‐Goin

peace,mydaughter./`Yorkoutyoursalvationwithdiligence66).三 度 目はジ ュー リアに対

し上 の場合 に触 れて一AndwhenIsaytoone「Iikeher/`Workoutyo�salvationwith

diligent驕E,1donotunderstand/What工 『myselfamsayinξ671.『 出典 は止 リ才 ヅトが.『 荒廃

地』 め 自註 で言及 してい たHenryClarkeWarrenのBuddhisminTranslations,(Harvard

orientalSeries),vo1.皿,P.109で あ る。

ThentheBlessedOrieaddressedthepriests:一

"Andnow
,Opriests,Itakemyl鐶veof�ou;all'theconstituentsofbeingare

transit�y;workoutyoursalvationwithdiligence.""

Andthis'wasthe'iastwordofTheTath盃gata.

エ リ オ ッ トは 新 約 聖 書 の パ ウ ロ の 訓 戒 の 言 葉,`workoutyourownsalvationwithfearand
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trembling'(「 ピ リピ書」第2章12節)も 無論知 って いたにちがいない。McCarthyは こち

ちの方に ラィ リー②期待 にそ ぐわない こζを述 べ るとともに・Warrenの 訳 書 に通 じて い る

こ とをエ リオ ットが見せび らか して いるだけの ことと疑われ るのを懸念 し68),ま たD.E.Jones

は エ リオ ッ トが自分 のキ リス ト教 ので しゃば る ことを欲 しなか ったため に,パ ウロよ りもむ し

ろ仏陀 の方 を用 いたのか も知れぬ と推測 して いる69)。あ ま り重要 な働 きを して いない引用 なの

だ。精神科医 のライ リーが言 って・ 自分で何を言 って いるのか分 らないと認めて いる ζとに,

多 少の アイロニーが あるだけの ことだ ろう。ベケ ット,ハ リー,シ ー リア とい うそれ ぞれ の劇

の人 物が,ヒ ンズー教思想 の観点 で`yogaofaction'に 従 っているとDavidWardは 断 じるの

だが7°),'は っ き りと識別で きないのが本当の ところで はなか ろうか。『秘書』(1953)や 『長老

政治 家』(1958)に つ いて も,『 バ ガヴ ァド ・ギータ』 との連 関をたどろ うとす る こ とが ある

が71),劇 作 品 しか も後期の喜劇にエ リオ ッ トが東洋 の思 想を どう導入 しているかは,直 接的な

言及 個所が上述の 『カクテル ・パ ーテ ィ』の場合以外 は見 られな い し,ま たキ リス ト教が複雑

に絡 んでい ることもあ って,本 稿 の扱 う範 囲を越 えてい る。
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